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　６月の市議会定例会で天満祥典市長が初め
ての施政方針演説を行いました。施政方針は、
市長の市政運営に対する基本的な考え方、今
回取り組む主要な事業について述べたもので、
市の向かう方向を示す重要な指針です。施政
方針に盛り込まれた具体的な事業は、今月２日
の市議会本会議で議決された後、実施される
予定です。今月号では巻頭４ページで、施政
方針の要約を市民の皆さんにお知らせします。

▲市議会本会議で答弁する天満市長

　
地
域･

経
済
の
活
性
化
に
は
、市
の
資
源
を

活
用
し
、
地
域
の
独
自
性
を
生
か
し
た
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。
本
市
は
陸
海
空
の
交
通

の
要
衝
で
あ
り
、
温
暖
な
気
候
で
自
然
災
害

も
少
な
く
、
佛
通
寺
な
ど
多
く
の
観
光
資
源

が
あ
り
、潜
在
力
の
非
常
に
高
い
ま
ち
で
す
。

市
民
と
地
域
の
宝
を
見
つ
け
、
磨
い
て
い
く

こ
と
で
、
元
気
な
三
原
を
実
現
し
ま
す
。

　
市
政
運
営
に
対
す
る
考
え
方
の
１
点
目
は

行
財
政
改
革
で
す
。
行
政
が
す
べ
き
こ
と
を

整
理
し
、
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
任

せ
る
と
い
う
姿
勢
を
基
本
と
し
、
事
業
仕
分

け
で
非
効
率
を
見
直
し
ま
す
。

　
契
約
事
務
は
、
公
平･

透
明･

競
争
の
視
点

で
、
随
意
契
約
か
ら
競
争
入
札
へ
移
行
し
ま

す
。
情
報
は
積
極
的
に
市
民
と
共
有
し
、
地

域
の
声
に
耳
を
傾
け
る｢

ガ
ラ
ス
張
り
の
市
政

運
営｣

な
ど
、
民
間
感
覚
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
次
に
、
活
性
化
で
す
。
本
市
は
地
の
利
に

恵
ま
れ
て
い
る
ま
ち
で
す
。
こ
の
資
源
を
生

か
し
、
観
光
交
流
や
定
住
、
企
業
誘
致
、
地

場
産
業
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ま
ち
の
活
性
化
に
欠
か
せ
な
い

の
が
人
で
す
。
人
材
を
育
成
し
、
市
民
協
働

で
活
性
化
し
ま
す
。
資
源
と
人
を
生
か
し
、

市
に
元
気
が
生
ま
れ
る
施
策
を
積
極
的
に
行

い
、
生
き
生
き
と
し
た
三
原
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
景
気
低
迷
、
人
口
減
少
に
伴
う
税
収
減
、

普
通
交
付
税
の
一
本
算
定
に
よ
る
段
階
的
縮

減
な
ど
、
厳
し
い
歳
入
環
境
が
予
想
さ
れ
る

中
、
市
債
発
行
の
抑
制
、
繰
上
償
還
に
よ
る

市
債
残
高
の
削
減
に
努
め
、
持
続
可
能
な
財

政
基
盤
を
確
立
し
ま
す
。

　
現
在
の
長
期
総
合
計
画
は
平
成
26
年
度
ま

で
の
計
画
な
の
で
、
今
年
度
か
ら
次
期
計
画

の
策
定
に
取
り
組
み
、
行
政
と
市
民
が
共
有

で
き
る
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
、
新
た

な
市
の
将
来
像
を
新
長
期
総
合
計
画
基
本
構

想
と
し
て
描
き
ま
す
。

　
本
郷･

久
井･

大
和
の
各
地
域
の
活
性
化

や
、
市
の
一
体
感
の
醸
成
の
た
め
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
優
れ
た
識
見

を
も
っ
た
人
材
を
支
所
長
と
し
て
公
募
し
、

支
所
の
ま
ち
づ
く
り
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

　
観
光
交
流
人
口
の
増
加
は
、産
業･

経
済
へ

の
波
及
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
観
光
を
も

の
づ
く
り
と
並
ぶ
市
の
柱
に
位
置
付
け
、
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
各
種
施
策
を
検
討
し
提
案
す
る
ま
ち
づ
く

り
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
、
専
門
的
な
視

点
を
持
つ
外
部
人
材
で
構
成
す
る（
仮
称
）ま

ち
づ
く
り
戦
略
検
討
会
議
を
設
置
し
、
事
業

仕
分
け
や
観
光
、経
済･

企
業
立
地
、庁
舎
を

含
め
た
公
共
施
設
の
あ
り
方
、
中
心
市
街
地

活
性
化
と
駅
前
東
館
跡
地
な
ど
に
つ
い
て
、

新
し
い
視
点
で
検
討
し
ま
す
。

　
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
向

け
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実･

強
化
し
ま
す
。

　
中
山
間
地
域
活
性
化
事
業
と
し
て
、
人
口

減
少
、
高
齢
化
が
進
む
過
疎･

離
島
地
域
で
、

地
域
の
維
持･

活
性
化
に
向
け
た
住
民
主
体

の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
佐
木
島
で
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
配
置
や
、
集
落
法
人

の
設
立
を
支
援
し
ま
す
。

　
国
際
交
流
で
は
、
国
際
空
港
を
有
す
る
市

の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
海
外
都
市
と

の
交
流
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
促
進
な
ど

を
、
国
際
交
流
推
進
協
議
会
へ
の
補
助
を
通

じ
て
実
施
し
ま
す
。

　
観
光･

交
流
に
つ
い
て
は
、佛
通
寺
、三
原

タ
コ
、
筆
影
山･

竜
王
山
、
や
っ
さ
祭
り
、
神

明
市
を
は
じ
め
、
魅
力
あ
る
観
光
資
源
の
情

報
を
マ
ス
コ
ミ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
発
信

し
ま
す
。
市
民
協
働
に
よ
る
観
光
の
取
り
組

み
を
促
進
す
る
た
め
、
三
原
観
光
協
会
に
観

光
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、

ハ
ー
ド･

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
体
制
整
備
に
努

め
ま
す
。

行
財
政
改
革
と
活
性
化

事
業
を
見
直
し
、

地
の
利
と
人
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
宝

市
民
と
と
も
に
見
つ
け
、

磨
く
こ
と
で
元
気
な
三
原
へ

財
政
基
盤
の
確
立

歳
入
減
少
の
環
境
下
で
も
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営

重
点
施
策
１

 

「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
」

地
域
力
ア
ッ
プ
と
観
光
振
興
、

シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
新
し
い
視
点

重
点
施
策
２

 「
活
性
化
」

豊
か
な
地
域
資
源
を
生
か
し
、

各
種
施
策
で
活
性
化
を
実
現

▶
産
官
学
の
提
案
を
反
映
し
た
新
し
い
長
期
総

合
計
画
を
策
定

市
長
施
政
方
針

▶ 

６
月
13
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議
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佛
通
寺
に
つ
い
て
は
、
雪
舟
に
着
目
し
て

歴
史
的
な
つ
な
が
り
な
ど
を
調
査
し
、
広
域

的
な
観
光
振
興
へ
の
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化･

雇
用
対
策
と
し
て
、

企
業
誘
致
で
は
市
の
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強

め
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー 

ポ
ポ
ロ
は
、引
き
続

き
質
の
高
い
舞
台
芸
術
な
ど
を
招
へ
い
し
、

市
内
外
の
多
く
の
人
が
利
用
す
る
施
設
と
し

て
存
在
感
を
高
め
ま
す
。

　
三
原
市
民
球
場
は
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
な
ど

を
改
修
し
、新
た
な
大
会
誘
致
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
通
じ
、
活
性
化
し
ま
す
。

　
厳
し
い
都
市
間
競
争
で
選
ば
れ
る
た
め
に

は
、
市
内
外
へ
の
情
報
発
信
力
の
強
化
が
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
見
や
す
く
分
か
り
や
す
く

す
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
に
も
対
応
し
、
情
報
を
積

極
的
に
発
信
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
で
は
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
福
祉
計
画
を
見

直
し
ま
す
。
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
高
齢
者
相
談

セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
、
医
療･

介
護･

生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
な
ど
、
地
域
包
括

ケ
ア
を
実
現
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、｢

安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち｣

を
実
現
し
、子
育
て

世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
環
境
を

整
備
し
ま
す
。質
の
高
い
幼
児
期
の
教
育･

保

育
の
総
合
的
な
提
供
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、｢

子
ど
も･

子
育
て
支
援
事

業
計
画｣

を
今
後
２
カ
年
で
策
定
し
ま
す
。

　
久
井･

八
幡
地
域
の
子
育
て
環
境
と
幼
児

教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
久
井
南
小
学
校

跡
地
を
活
用
し
て
、（
仮
称
）久
井
認
定
こ
ど

も
園
を
整
備
し
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
や
一
時
保
育
な
ど
を
提
供
す
る

体
制
を
整
え
ま
す
。

　
安
定
的
な
小
児
救
急
医
療
体
制
の
供
給
を

支
援
し
、
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
で
も
適
切
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
確
保

し
ま
す
。

　
消
防･

防
災
は
、
消
防
団
と
の
連
携
に
よ

り
、
総
合
的
な
消
防
体
制
を
推
進
し
、
施
設

も
充
実
さ
せ
ま
す
。
地
域
防
災
力
を
向
上
す

る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
促
進
と
活

動
支
援
な
ど
、
市
民
協
働
で
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
教
育
で
は
、
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、

健
や
か
な
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む
と
と
も

に
、安
全･

安
心
な
教
育
環
境
を
整
備
し
、県

内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
教
育
を
め
ざ
し
ま
す
。

特
に
、
豊
か
な
人
格
形
成
の
基
礎
と
な
る
、

感
動
す
る
心
、生
命
の
大
切
さ
、思
い
や
り
、

信
じ
あ
う
心
を
育
む
た
め
、
小
学
校
６
年
生

を
対
象
に
劇
団
四
季
の
観
劇
を
行
い
ま
す
。

　
須
波
小
学
校
の
３
階
屋
内
運
動
場
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
施
設
を
充
実
さ
せ
、

避
難
所
と
し
て
の
利
便
性
も
高
め
ま
す
。

　
ご
み
袋
の
有
料
化
は
、混
乱
を
防
ぐ
た
め
、

当
面
、
現
制
度
で
実
施
し
ま
す
が
、
費
用
と

支
出
、
効
果
な
ど
を
精
査
し
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

　
生
活
基
盤
の
整
備
と
し
て
、
廃
棄
物
処
理

施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
な

方
向
性
を
定
め
、総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、

第
２
期
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画
を

策
定
し
ま
す
。老
朽
化
が
進
む
清
掃
工
場
は
、

長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に
修
繕

を
行
う
こ
と
で
、
安
定
的
な
運
転
を
確
保
し

ま
す
。
最
終
処
分
場
は
、
新
た
な
施
設
の
検

討
に
着
手
し
ま
す
。

　
新
斎
場
建
設
に
つ
い
て
は
、
整
備
方
針
を

決
定
後
、
早
期
に
建
設
候
補
地
を
選
定
し
、

事
業
に
着
手
し
ま
す
。

　
久
井･

大
和
地
域
の
簡
易
水
道
整
備
に
つ

い
て
、
安
全
で
安
定
的
に
水
道
水
を
供
給
す

る
た
め
、
早
期
完
成
を
め
ざ
し
て
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
で
は
、
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

に
位
置
づ
け
る
、集
落
法
人
の
設
立･

運
営
支

援
を
通
じ
た
担
い
手
の
育
成
や
、
地
産
地
消

の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
、
引
き
続
き
か
ん

が
い
排
水
事
業
や
能
地
漁
港
整
備
な
ど
、
基

盤
を
整
備
し
ま
す
。

　
住
民
生
活
に
密
着
し
た
市
道
や
橋
梁
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
都
市
基
盤
整
備
で
は
、
尾
道
バ
イ
パ
ス
と

三
原
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ
木
原
道
路
の
早
期
完

成
に
向
け
、関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

　
東
本
通
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
良
好
な

住
環
境
創
出
の
た
め
、
公
園
や
街
路
を
計
画

的
に
整
備
し
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
生
活
環
境
の
改
善

と
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
、
汚
水

管
整
備
を
進
め
、
普
及
率
を
向
上
し
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
中
、
元
気
な
三

原
を
実
現
す
る
た
め
、
行
財
政
改
革
と
活
性

化
の
両
輪
で
、市
政
を
動
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
合
併
後
９
年
目
と
な
り
、
10
年

間
を
目
標
と
し
た
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
い

た
ま
ち
づ
く
り
の
検
証
と
見
直
し
、
新
長
期

総
合
計
画
の
策
定
、
住
民
の
一
体
感
醸
成
な

ど
、
合
併
後
10
年
の
節
目
を
視
野
に
入
れ
た

年
で
す
。

　
平
成
29
年
度
の
三
原
城
築
城
４
５
０
年
を

５
年
後
に
控
え
、
観
光
交
流
を
市
の
一
つ
の

柱
と
し
た
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
着
手
す

べ
き
時
期
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
は
じ
め
、
経
済
、
教
育
、
環
境

な
ど
、
様
々
な
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
と
な
る
任
期
４
年
間
の
重
要
性
を
強

く
感
じ
て
お
り
、
今
後
の
市
政
運
営
を
担
う

職
責
を
重
く
受
け
止
め
、
元
気
な
三
原
の
実

現
に
全
力
で
取
り
組
む
決
意
で
す
。

　
議
員
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
施
政
方
針
の
中
の
具
体
的
な
事
業
は
、

今
月
２
日
の
市
議
会
本
会
議
で
議
決
さ

れ
た
後
、
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

重
点
施
策
４

 「
基
盤
整
備
」

市
民
の
生
活
を
支
え
る

重
要
イ
ン
フ
ラ
を
計
画
的
に
整
備

元
気
な
三
原
を
全
力
で

合
併
10
年
と

三
原
城
築
城
４
５
０
年
を
視
野
に

重
点
施
策
３

 「
市
民
の
安
全・

　
安
心
と
く
ら
し
良
さ
」

す
べ
て
の
世
代
が

安
心・快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

▲ 佐木島のわけぎなど、農産物の生産体制を整備

▲  （上）循環型社会の実現に向けた計画を策定　
（下）老朽化した清掃工場の寿命を延ばす取り
組みを推進

▲ 高齢者の介護予防をはじめ、地域包括ケアを
実現

▲ 小学６年生が観劇する劇団四季ミュージカル
「裸の王様」

▶ 

誰
も
が
見
や
す
く
、使
い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ

▲ スコアボードを中心に老朽化した市民球場を改
修

▲ 佛通寺をはじめ、魅力ある観光資源を活用


